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6 月 2 日（金）主座を保つ 

指導者というものは、どんなときでも、自分みずから、

“このようにしよう”“こうしたい”というものは持って

いなくてはならない。そういうものを持った上で他人の意

見を参考として取り入れることが大事なのであって、自分

の考えを何も持たずして、ただ他人の意見に従うというだ

けなら、指導者としての意味はなくなってしまう。 

要は指導者としての主体性というか主座というものを

しっかり持たなくてはいけないということである。主座を

保ちつつ、他人の意見を聞き、ある種の権威を活用してい

く。そういう指導者であってはじめて、それらを真に生か

すことができるのだと思う。 

 

６月３日（土）自然に学ぶ 

自然の営みには私心もなければ、とらわれもないと思い

ます。言ってみれば文字通り素直に物事が運び、素直な形

でいっさいが推移していると思うのです。一輪の草花にし

ても、私心なく自然に花を咲かせているのです。そういっ

た花の姿をみて、もちろん何も感じない人もいるでしょう。

しかし、素直な心になりたいという強い願いを持っている

人の場合には、あるいはそこに何らかのヒントを見出すか

もしれません。 

そういうことを考えてみると、お互いが素直な心を養っ

ていくための一つの実践として、大自然の営み、自然の姿

というものにふれて、その素直さに学んでいくということ

も大切だと思います。 

 

６月４日（日）会社の歴史を知る 

 われわれは、事を成すに当たって、その事の成果を大事

にすることはもちろんであるけれども、同時にその成果を

生むまでの過程をも、もっと重視したい。そうすることに

よって、自然に謙虚さが生まれ、軽率な判断も避けられる。 

会社についても、今日ここにあるまでには、やはりいろ

いろの道程を廻って辿ってきたのである。喜びもあったし

苦しみもあった。しかしどんなときも、お互いが心を結び

合い、隠忍自重、絶えまない努力を続けてきたのである。

そういう生い立ちなり道程については、ある程度は知って

おきたい。仕事の知識もさることながら、会社の歴史につ

いても理解を持つことが、やはり大切だと思うのである。 

 

６月５日（月）商道徳とは 

商道徳とは何かということについては、むずかしい理屈

もあるかもしれないが、ごく通俗的に考えれば、商売人と

しての心構えとでもいうべきものであろう。それは昔も今

も同じであり、永遠に変わらないもののような気がする。

つまり、商売人には商売人としての使命がある。だから、

その使命に誠実に従い、ひたすらこれを果たしていくとい

うことである。 

 私がやってきた電器屋であれば、人びとの役に立つもの

を開発する。しかも合理化をはかり、適正な利益をとりつ

つもなお、安くなるよう努める。また配給もできるだけム

ダをなくす。それが商道徳というもので、それは他のどん

な商売にも言えるのではないかと思う。 

 

６月６日（火）何事も結構 

私は運命というものは不思議なものだと思います。人は

みなそれぞれ志を立てるのですが、なかなか思い通りにい

かないし、実現しにくい。希望とは逆の道が自分にピッタ

リ合って成功する場合もあるのです。 

だから私は、あまり一つのことをくよくよ気にしない方

がいいのではないかと思います。世の中で自分が分かって

いるのは一％ほどで、あとは暗中模索。はじめから何も分

からないと思えば気も楽でしょう。 

とにかく人間にはさまざまな姿があっていいと思うの

です。恵まれた生活も結構だし、恵まれない暮らしも結構、

何事も結構という気持が大切だと思います。 

 

６月７日（水）部下が偉く見えるか 

会社の社長さんで、「どうもうちの社員はアカンワ。困

っとんや」というように、自分のところの社員を悪く言わ

れる方があります。ところが、そういう会社は必ずといっ

ていいほどうまくいっていないのです。反対に「自分の部

下はいい人間ばかりで、ほんとうに喜んでいるのだ」とい

うような方のところは、みな成績も上がり商売もうまくい

っています。 

そういうことを考えてみますと、上に立つ人が自分の部

下は偉いと思うか、それともアカンと思うかによって商売

の成否が分かれてくるといってもいいように思います。そ

んなところに経営なり人使いの一つのコツとでもいうも

のがあるのかもしれません。 

 

６月８日（木）富の本質 

時代によって富についての考え方も変わってきます。こ

れまでは単に蓄積された物が富と考えられてきましたが、

経済の進歩した今日では、その物を生産し得る能力、生産

力こそが真の富だとも考えられます。 

それでは生産力だけを増やせばいいかというと決して

そうではありません。生産は必ず消費に相応じなければな

りません。いくら生産しても、それが消費されなければ何

の値打ちも持ちません。すなわち、消費力があればこそ、

生産力があるのです。したがって生産力と消費力のバラン

スをとりつつ増大させていくことが、富の増大であり、繁

栄の道もそこから生まれてくると言えるのではないでし

ょうか。 

 


